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教祖130年祭 学生おぢばがえり大会

立教179年 3月28日 午前10時　 大会動員目標

全教会からの参加を目指して

１万人

自
ら
求
め
る
心
を
培
う
一
週
間

学
生
生
徒
修
養
会
部
　
委
員

森
井
　
葉
子

　
「
学
生

生
徒
修
養

会 

大
学

の
部
」
ま

で
残
り
わ

ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
学
修
は
一

週
間
に
わ
た
っ
て
教
え
を
学
び
、

ひ
の
き
し
ん
や
に
を
い
が
け
を
実

践
し
、
仲
間
と
互
い
の
喜
び
や
苦

し
み
を
共
有
で
き
る
素
晴
ら
し
い

機
会
で
す
。
今
年
は
教
祖
百
三
十

年
祭
の
年
と
い
う
こ
と
で
、
三
月

二
十
八
日
に
は
一
万
人
の
動
員
目

標
を
も
っ
て
「
教
祖
百
三
十
年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
」
も
開

催
さ
れ
ま
す
。
ど
ち
ら
も
次
代
へ

道
を
つ
な
げ
る
た
め
の
大
切
な
行

事
で
す
。

　
私
は
よ
く
、
「
若
い
人
に
な
か

な
か
教
え
が
伝
わ
ら
な
い
」
と
い

う
場
面
に
出
会
い
ま
す
。
そ
の
若

い
人
た
ち
の
多
く
は
、
小
さ
な
頃

か
ら
教
祖
の
教
え
に
触
れ
て
き
た

人
た
ち
で
、
心
の
ど
こ
か
で
お
道

に
つ
な
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
周

り
に
信
仰
を
持
っ
た
人
が
い
て
も
、

お
道
の
有
難
さ
が
伝
わ
ら
な
い
の

は
ど
う
し
て
な
の
で
し
ょ
う
か
。

理
由
は
さ
ま
ざ
ま
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
一
つ
に
は
、
日
本
の
社
会
が

豊
か
に
な
っ
た
こ
と
で
、
信
仰
を

必
要
だ
と
感
じ
な
い
人
が
増
え
た

せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
れ
よ
り
も
大
き
い
要
因
は
、
心

か
ら
信
仰
の
喜
び
を
味
わ
っ
た
経

験
が
あ
る
か
ど
う
か
だ
と
思
い
ま

す
。
い
く
ら
素
晴
ら
し
い
お
話
を

聞
い
て
知
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
は

他
人
の
経
験
な
の
で
現
実
味
が
湧

か
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
と
い
う
よ

う
に
、
学
修
に
お
い
て
自
ら
信
仰

の
喜
び
を
体
感
す
る
こ
と
は
、
本

人
の
人
生
に
と
っ
て
も
大
き
な
一

歩
と
な
り
ま
す
。

　
本
年
の
学
修
は
、
「
教
祖
の
御

心
を
求
め
て
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

親
神
様
の
ご
守
護
は
も
と
よ
り
、

教
祖
の
大
き
く
温
か
く
深
い
親
心

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
の

内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
そ

の
中
で
受
講
生
た
ち
は
、
初
め
は

知
ら
な
い
人
同
士
で
不
安
を
抱
え

な
が
ら
も
、
最
終
日
に
は
別
れ
を

惜
し
み
抱
き
合
う
姿
へ
と
変
わ
り

ま
す
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
「
信

仰
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
う
義
務
感
で
は
な
く
、
仲
間
と

共
に
培
っ
た
「
こ
の
道
を
通
り
た

い
」
と
い
う
思
い
で
す
。

　
お
ぢ
ば
で
親
心
い
っ
ぱ
い
に
お

連
れ
通
り
い
た
だ
け
る
こ
の
機
会

に
、
一
人
で
も
多
く
の
学
生
に
参

加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
教
会

の
内
容
が
充
実
し
、
陽
気
ぐ
ら
し

の
輪
が
必
ず
広
が
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、
、
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348348348348
・
期
日
　
立
教
179
年
2
月
25
日

・
時
間
　
15
時
半
受
付
、
16
時
開
始

・
場
所
　
教
庁
4
階
講
堂

【
教
区
】
　

・
神
奈
川
　
2
月
2
日
11
時
30
分
～
　
教
務
支
庁

・
和
歌
山
　
2
月
27
日
10
時
～
　
　
　
教
務
支
庁

【
直
属
】

・
中
央
　
　
2
月
18
日
12
時
～
　
　
　
　
大
教
会

・
東
中
央
　
2
月
19
日
14
時
30
分
～
　
　
大
教
会

・
松
阪
　
　
2
月
20
日
12
時
～
　
　
　
　
大
教
会

・
河
原
町
　
2
月
21
日
18
時
15
分
～
　
　
大
教
会

・
笠
岡
　
　
2
月
21
日
12
時
～
　
　
　
　
大
教
会

・
朝
倉
　
　
2
月
22
日
11
時
～
　
　
　
　
大
教
会

・
仙
臺
　
　
2
月
22
日
12
時
～
　
　
　
　
大
教
会

・
双
名
島
　
2
月
22
日
11
時
30
分
～
　
　
大
教
会

・
大
原
　
　
2
月
22
日
13
時
～
　
　
　
　
大
教
会

・
越
乃
國
　
2
月
23
日
12
時
20
分
～
　
　
大
教
会

・
生
野
　
　
2
月
23
日
12
時
～
　
　
　
　
大
教
会

・
愛
知
　
　
2
月
23
日
11
時
30
分
～
　
　
大
教
会

・
中
和
　
　
2
月
24
日
10
時
～
　
　
　
　
大
教
会

・
八
木
　
　
2
月
24
日
11
時
40
分
～
　
　
大
教
会

・
此
花
　
　
2
月
24
日
　
　
　
　
　
　
　
詰
所

・
東
神
田
　
2
月
24
日
13
時
15
分
～
　
　
大
教
会

・
中
背
　
　
2
月
24
日
10
時
30
分
～
　
　
大
教
会

　
去
る
12
月
25
日
、
教
庁
4
階
講
堂
に
於
い
て
「
十

二
月
例
会
」
を
開
催
。
出
席
は
36
教
区
、
99
直
属
。

【
直
属
学
生
層
育
成
者
講
習
会
】

・
髙
岡
　
　
12
月
19
日
　
大
教
会
　
　
　
　
240
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
委
員
長
出
向

・
城
法
　
　
12
月
23
日
　
大
教
会
　
　
　
　
250
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
降
委
員
出
向

・
大
江
　
　
12
月
23
日
　
大
教
会
　
　
　
　
160
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
委
員
長
出
向

《
立
教
178
年
12
月
25
日
》

【
直
属
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】

・
岡
本
孝
雄
（
旭
日
）

《
立
教
178
年
12
月
16
日
～
立
教
179
年
1
月
15
日
》

12
月
16
日
　
教
祖
130
年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

　
　
　
　
　
　
大
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議

　
　
　
　
　
　
ビ
デ
オ
チ
ー
ム
会
議

　
　
18
日
　
事
務
局
連
絡
会

　
　
19
日
　
屋
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ー
ム
会
議

　
　
　
　
　
直
属
学
生
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
（
～
20
日
）

　
　
21
日
　
『H

a
p
p
i
s
t

』
納
品

　
　
22
日
　
『H

a
p
p
i
s
t

』
梱
包

　
　
23
日
　
教
区
学
生
リ
ー
ダ
ー
の
集
い
（
～
25
日
）

　
　
25
日
　
委
員
会

　
　
　
　
　
例
会
　
広
報
室
会
議

　
　
　
　
　〈
屋
内
〉
ま
な
び
ば
部
員
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
部
ス
タ
ッ
フ
研
修
会

　
　
　
　
　
担
当
者
活
動
部
部
会
　
出
版
部
部
会

1
月
4
日
　
お
せ
ち
学
生
ひ
の
き
し
ん
隊
（
～
7
日
）

　
　
5
日
　
学
修
部
部
会

　
　
6
日
　
学
修
高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
会
議
　

　
　
8
日
　
委
員
会
　
ま
な
び
ば
研
究
室
会
議

　
　
　
　
　
担
当
者
活
動
部
部
会

　
　
9
日
　
学
修
大
学
の
部
研
究
室
会
議

　
　
　
　
　
学
修
部
部
会

　
　
13
日
　
ビ
デ
オ
チ
ー
ム
会
議

　
　
14
日
　
教
祖
130
年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

　
　
　
　
　
　
　
大
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議

　
　
　
　
　
屋
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ー
ム
会
議

　
　
　
　
　
学
生
部
部
会

　
　
　
　
　
出
版
部
部
会

学生担当者報
立教１７９年１月２５日

８

お
知
ら
せ

二
月
例
会

業
務
記
録

人
事

学
生
層
育
成
者
講
習
会

日
程
・
会
場
案
内

報
　
告

十
二
月
例
会

各
地
の
動
き



学生担当者報
立教１７９年１月２５日

２

「
教
祖
百
三
十
年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
」
へ
の
思
い

大
会
実
行
委
員
長
　
浅
野
治
香

　
昨
年
十
二
月
よ

り
「
教
祖
百
三
十

年
祭

学
生
お
ぢ
ば

が
え
り
大
会
」
の

実
行
委
員
長
を
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
私
た
ち
学
生
会
に

多
く
の
ふ
し
を
見
せ
ら
れ
て
、
正
直
不
安
で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
た
く
さ
ん
の
仲

間
、
ま
た
親
々
の
姿
に
背
中
を
押
さ
れ
、
大
会

実
行
委
員
長
に
立
候
補
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
私
た
ち

学
生
会
に
見
せ
て
い
た
だ
い
た
ふ
し
に
は
親
心

が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
、
や
っ
と
全
国
の
み

ん
な
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
芯
と
な

る
人
の
身
上
は
、
一
同
の
心
が
揃
っ
て
い
な
い

か
ら
だ
と
。
だ
か
ら
、
こ
の
旬
に
道
の
学
生
が

一
手
一
つ
に
な
る
こ
と
を
目
指
そ
う
と
、
話
し

合
い
決
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
十
二
月
二
十
三

日
か
ら
二
泊
三
日
で
、
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
教
区
学
生
リ
ー
ダ
ー
の
集
い
で
の
こ
と
で
す
。

直
属
か
ら
も
多
く
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
合
計

百
三
十
名
を
超
え
る
学
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
大
会
の
全
体
ア
ワ
ー
と
い
う
も
の
を

行
い
、
参
加
者
全
員
で
今
の
思
い
、
大
会
に
つ

い
て
の
思
い
、
見
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
ふ
し

に
つ
い
て
の
思
い
を
ぶ
つ
け
合
い
ま
し
た
。

　
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。
参
加
者
一
万

人
に
こ
だ
わ
っ
て
、
そ
の
中
で
た
く
さ
ん
の
親

心
を
感
じ
て
、
そ
の
親
心
に
お
応
え
さ
せ
て
い

た
だ
く
。
教
祖
に
お
喜
び
い
た
だ
こ
う
、
今
で

き
る
こ
と
か
ら
一
生
懸
命
つ
と
め
さ
せ
て
い
た

だ
こ
う
。
そ
の
場
に
い
た
み
ん
な
が
涙
を
流
し

て
、
仲
間
の
存
在
を
感
じ
、
一
つ
に
な
っ
て
活

動
し
て
い
こ
う
と
誓
い
ま
し
た
。

　
私
も
、
こ
ん
な
仲
間
が
い
る
こ
と
が
本
当
に

あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
こ
の
旬
に
、
一

万
人
に
向
け
て
活
動
で
き
る
こ
と
が
本
当
に
あ

り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
活
動
で
き
る
こ
と
は
、
先
輩
方
、

学
担
の
先
生
方
が
、
私
た
ち
学
生
の
た
め
に
た

く
さ
ん
の
種
を
ま
い
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
大
会
参
加
者
一
万
人
に
向
け
て
、
学
生
は
一

手
一
つ
に
、
今
で
き
る
お
た
す
け
を
胸
に
親
心

に
応
え
た
い
。
教
祖
に
お
喜
び
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
一
心
で
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
一
生
懸
命
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
今
後
も
学
生
活
動
へ
の
ご
協
力
ご
支
援
を

ど
う
ぞ
お
願
い
致
し
ま
す
。

、
、
、
、

、
、

、
、

、
、

立教１７９年１月２５日
学生担当者報

３

立
教
百
七
十
九
年
　
お
せ
ち
学
生
ひ
の
き
し
ん
隊
　
報
告

　
新
春
の
風
物
詩
「
お
節
会
」
に
、
今
年
も
「
お

せ
ち
学
生
ひ
の
き
し
ん
隊
」
を
結
成
し
、
ひ
の

き
し
ん
に
励
み
ま
し
た
。

　
今
年
は
合
計
二
百
九
十
四
名(

高
校
生
百
二

十
三
名
・
大
学
生
百
七
十
一
名
、
男
子
百
五
十

二
名
・
女
子
百
四
十
二
名)

が
参
加
し
、
一
月

四
日
か
ら
七
日
ま
で
の
四
日
間
、
本
部
第
十
二

母
屋
、
三
十
八
母
屋
で
合
宿
生
活
を
送
り
ま
し

た
。

　
期
間
中
は
、
第
三
、
第
五
、
第
六
会
場
に
お

い
て
、
主
に
給
仕
や
誘
導
、
洗
い
方
の
ひ
の
き

し
ん
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
学
生
た
ち
は
「
喜

び
あ
ふ
れ
る
笑
顔
と
明
る
い
声
の
さ
わ
や
か
な

お
も
て
な
し
」
を
合
言
葉
に
、
一
人
で
も
多
く

の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
精
一
杯
に
ひ
の

き
し
ん
に
励
み
ま
し
た
。
そ
の
姿
に
感
謝
や
励

ま
し
の
言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
る
方
も
お
ら
れ
、

学
生
た
ち
は
ひ
の
き
し
ん
を
通
し
て
大
き
な
喜

び
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
期
間
中
に
四

十
名
の
学
生
が
別
席
を
運
び
ま
し
た
。

　
近
年
は
学
校
の
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
影
響

で
、
参
加
で
き
る
学
生
が
減
少
し
て
い
る
現
状

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
お
せ
ち
学
生
ひ
の
き
し

ん
隊
」
が
、
信
仰
の
喜
び
を
味
わ
え
る
場
、
お

ぢ
ば
へ
の
伏
せ
込
み
の
場
と
し
て
、
よ
り
多
く

の
学
生
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
行
事
と
な
る

よ
う
、
今
後
も
内
容
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
の
声
（
感
想
文
よ
り
抜
粋
）

●
最
初
は
不
安
だ
ら
け
で
ど
う
な
る
か
と
心
配

し
て
い
た
が
、
班
の
人
と
も
仲
良
く
な
れ
て
、

楽
し
く
ひ
の
き
し
ん
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

た
く
さ
ん
の
人
と
笑
い
、
一
瞬
一
瞬
が
す
ご
く

思
い
出
に
な
っ
た
。
来
年
も
ま
た
行
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
学
生
　
女
子
）

●
帰
参
さ
れ
た
方
の
「
あ
り
が
と
う
」
、
「
が

ん
ば
っ
て
ね
」
と
い
う
声
が
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
。
全
国
の
仲
間
と
お
ぢ
ば
で
一
緒
に
ひ
の

き
し
ん
が
で
き
て
、
と
て
も
楽
し
く
て
充
実
し

た
四
日
間
で
し
た
。
　
　
（
高
校
生
　
女
子
）

、
、

、
、
、

、
、
、

、
、

、
、

、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、

、
、

、
、
、

、
、
、
、
、

、
、

、
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昨
年
十
二
月
十
九
日
か
ら
二
十
日
に
か
け
て
「
立

教
百
七
十
八
年 
冬
期
直
属
学
生
リ
ー
ダ
ー
講
習

会
」
（
於
・
本
部
第
十
二
母
屋
）
が
開
催
さ
れ
、

四
十
八
直
属
教
会
、
一
教
区
か
ら
九
十
八
名(

ス

タ
ッ
フ
を
含
む)

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
学
生
担
当
委
員
会
茶
谷
委
員
よ
り
挨

拶
が
あ
り
、
そ
の
後
班
ご
と
に
分
か
れ
、
「
教
会

に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ね
り
あ
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
自
分
の
直
属
や
所
属
す
る
教

会
と
の
つ
な
が
り
や
、
そ
の
つ
な
が
り
に
よ
る
心

の
変
化
や
影
響
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
ね
り
あ
い
を
通
し
て
改
め
て
教
会
に
つ
い
て

考
え
、
教
会
の
意
義
や
目
的
を
確
認
し
合
い
ま
し

た
。
続
い
て
、
「
直
属
学
生
活
動
に
つ
い
て
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
直
属
学
生
活
動
の
必
要
性
を
話

し
合
い
、
存
在
意
義
を
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
学

生
と
し
て
青
年
会
、
婦
人
会
、
女
子
青
年
と
の
つ

な
が
り
方
に
つ
い
て
も
考
え
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
学
生
担
当
委
員
会
秋
岡
副
委
員
長

よ
り
「
教
祖
百
三
十
年
祭
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
講
話
が
あ
り
、
教
祖
年
祭
の
意
義
を
再
確

認
す
る
と
と
も
に
、
年
祭
ま
で
の
残
り
一
ヶ
月
余

り
の
歩
み
方
、
そ
し
て
年
祭
後
か
ら
大
会
ま
で
の

つ
と
め
方
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
浅

野
治
香
大
会
実
行
委
員
長
よ
り
「
教
祖
百
三
十
年

祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
り
大
会
」
へ
向
け
て
の
意
気
込

み
が
語
ら
れ
、
大
会
動
員
一
万
人
達
成
に
向
け
て

一
手
一
つ
に
活
動
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
直
属
ア
ワ
ー
の
歴
史
、
各
直
属
の
直

属
ア
ワ
ー
紹
介
な
ど
も
行
わ
れ
、
大
会
当
日
の
直

属
ア
ワ
ー
が
よ
り
有
意
義
な
も
の
と
な
る
よ
う
に

促
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
今
後
の
学
生
活
動
に
生
か
す
こ
と
を

目
的
と
し
た
ゲ
ー
ム
講
習
会
も
行
い
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
最
後
に
は
講
習
会
全
体
を
振
り
返
り
、
今
後

自
分
自
身
と
自
分
た
ち
の
学
生
会
が
ど
の
よ
う
に

活
動
し
て
い
く
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
に
目
標
を
立
て

て
実
践
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
い
、
一
泊
二
日

の
講
習
会
を
終
え
ま
し
た
。

　
昨
年
十
二
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
に
か
け

て
「
立
教
百
七
十
八
年 

冬
期
教
区
学
生
リ
ー
ダ
ー

の
集
い
」
（
於
・
本
部
第
十
二
母
屋
）
が
開
催
さ

れ
、
二
十
八
教
区
、
十
三
直
属
教
会
か
ら
百
三
十

三
名
（
ス
タ
ッ
フ
を
含
む
）
の
学
生
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
初
日
は
夕
方
に
集
合
し
、
学
生
担
当
委
員
会
松

村
副
委
員
長
か
ら
の
挨
拶
の
後
、
夕
づ
と
め
に
参

拝
し
ま
し
た
。
夜
に
は
、
班
に
分
か
れ
て
、
会
則

第
三
条
を
も
と
に
学
生
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
続
い
て
、
新
し
く
就
任
し
た
浅
野
治
香

大
会
実
行
委
員
長
か
ら
話
が
あ
り
、
前
大
会
実
行

委
員
長
の
思
い
を
引
き
継
い
で
一
手
一
つ
に
三
月

の
大
会
を
目
指
す
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
ま
ず
午
前
中
に
年
祭
ま
で
の
残
り

一
ヶ
月
の
通
り
方
や
教
会
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
午
後
か
ら

は
、
学
生
担
当
委
員
会
吉
川
委
員
長
よ
り
、
教
祖

百
三
十
年
祭
や
大
会
に
向
け
て
の
学
生
と
し
て
の

歩
み
方
に
つ
い
て
の
講
話
が
あ
り
、
引
き
続
い
て

班
ご
と
で
ね
り
あ
い
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
日
の
夜
に
は
「
を
び
や
づ
と
め
」
が
つ
と
め
ら

れ
た
の
で
、
全
員
で
参
拝
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
三
日
目
、
午
前
中
は
大
会
に
つ
い
て
全
体
で
話

し
合
う
時
間
を
設
け
、
全
国
で
が
ん
ば
っ
て
い
る

仲
間
の
存
在
を
肌
で
感
じ
、
大
会
へ
の
思
い
を
高

め
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
午

前
中
の
話
し
合
い
を
受
け
て
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ

て
振
り
返
り
、
続
い
て
、
班
ご
と
で
行
事
全
体
の

振
り
返
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
学
生
担
当
委
員
会
秋
岡
副
委
員
長
か

ら
の
挨
拶
が
あ
り
、
教
祖
百
三
十
年
祭
、
「
教
祖

百
三
十
年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
」
動
員
一

万
人
を
目
指
し
て
、
よ
り
一
層
の
活
動
の
充
実
と
、

の
一
手
一
つ
の
実
動
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

立
教
百
七
十
八
年 

冬
期
直
属
学
生
リ
ー
ダ
ー
講
習
会 

報
告

立
教
百
七
十
八
年 

冬
期
教
区
学
生
リ
ー
ダ
ー
の
集
い 

報
告

、
、
、
、
、
、
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申 し 込 み 方 法

天理市守目堂町213-4　おやさとやかた真南棟３階　学生担当委員会事務局

《郵便》〒632-8790　天理郵便局私書箱１号

《電話》0743-63-2489（学生担当委員会事務局直通）/ FAX　0743-62-5780

募 集 要 項

立教１７９年 学生生徒修養会 大学の部

主催･･･天理教教会本部 事務局･･･天理教学生担当委員会

問 い 合 わ せ 先

▽ 期　　間 ･･･ 平成２８年３月３日(木)～３月９日(水)

▽ 受講資格 ･･･ ①平成２８年１月８日現在、大学・短期大学・大学院・専門学校

　　　　　　　　　高等専門学校（４年生以上）に在学している者。

　　　　　　　　②全期間を通して受講できる者。

▽ 募集人員 ･･･ ７００名（男子３５０名、女子３５０名）

▽ 内　　容 ･･･ 講義、グループワーク、にをいがけ、ひのきしん、修練（おつとめ勉強）など。

　　　　　　　　期間中に別席を１席運べる日を設けます。

▽ 集　　合 ･･･ ３月３日正午から１２時３０分までに指定された宿舎に集合してください。

▽ 解　　散 ･･･ ３月９日　午前１０時頃、各宿舎にて

▽ 受講御供 ･･･ ８,０００円　詰所（直属学生担当委員会）に納めてください。

▽ 申込方法 ･･･ 下記の書類を整え、最上級教会長の署名・捺印をいただいた後、学生担当委

　　　　　　　　員会事務局に申し込んでください。

　　　　　　　　・受講願書１通  ※特に学年の記入間違いのないようお願いいたします。

　　　　　　　　・返信用封筒１枚（住所、氏名、郵便番号を記入し、８２円切手を貼付して

　　　　　　　　　ください）

▽ 受付期間 ･･･ 平成２８年１月８日～２月２５日

　　　　　　　　(事務処理の関係上、願書はなるべく２月１５日までに提出してください)

※受講にあたっての詳細及び必要事項は、書面にて２月１５日以降、随時本人に郵送いたしま

　す。また、２月１５日以降はTSA websiteでも確認できますのでご利用ください。

※受講願書は学生担当委員会、各教務支庁にあります。

７

立教１７９年１月２５日
学生担当者報

　☆実施計画書は２ヵ月前までにご提出ください。

教区 開催日時 場所 担当者 電話番号

敷島詰所奈良 2月6日13時30分～7日15時 梅本　俊一

名東大教会徳島 2月6日14時～7日14時 堀田　弘之

教務支庁愛媛 2月13日13時～14日15時 酒井　美加

教務支庁群馬 2月13日13時～14日15時30分 狩野　慎一朗

宇治市
総合野外活動センター
「アクトパル宇治」

京都 2月13日13時～14日15時 中島　啓和

「まなびば」開催会場一覧　《2月開催分》

６

立教１７９年１月２５日

 

青
　
空

　
昨
年
の
学
生
担
当
者
大
会
の
席
上
、
表
統
領
先
生
が
お
話

し
く
だ
さ
れ
た
中
に
、
こ
れ
ま
で
中
野
大
教
会
で
も
取
り
組

ん
で
き
た
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
つ
は
、
「
入
信
の
動
機
」
を
自
身
に
問
う
と
い
う
こ

と
。
代
を
重
ね
た
信
仰
者
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
が
こ
の
教

え
を
信
じ
て
い
こ
う
と
決
め
た
日
が
あ
り
、
理
由
が
あ
る
と

い
う
こ
と
。
信
仰
の
動
機
は
、
決
し
て
高
尚
で
な
く
と
も
、

自
身
に
と
っ
て
は
大
切
な
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
離
し
て
は

な
ら
な
い
も
の
な
の
で
、
こ
れ
を
学
生
た
ち
に
問
い
か
け
、

そ
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
行
事
や
活
動
に
参
加
し
て
い

る
自
分
が
い
る
の
だ
と
自
覚
さ
せ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
信
仰

の
話
が
心
に
入
り
や
す
く
な
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
「
学
生
層
布
教
」
。
学
生
と
接
す
る
時
は
、

常
に
布
教
を
意
識
し
、
行
事
立
案
時
か
ら
行
事
後
の
フ
ォ
ロ

ー
ま
で
を
布
教
の
心
で
行
う
こ
と
。
そ
れ
が
学
担
の
使
命
だ

と
思
っ
て
動
く
。
そ
の
こ
と
だ
け
で
、
学
担
行
事
の
方
向
性

が
ど
れ
ほ
ど
ま
と
ま
り
、
充
実
す
る
か
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
大
会
が
持
た
れ
ま
す
。
決
し
て
学
生
の
行
事
だ
か

ら
と
遠
巻
き
に
見
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
学
担
行
事
を
通
し

て
学
生
一
人
ひ
と
り
に
布
教
し
、
十
年
先
の
基
礎
づ
く
り
、

人
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
う
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　 

中
野
大
教
会
学
生
担
当
委
員
会 

前
委
員
長
　
菅
野
一
郎

2月6日14時～7日14時 教務支庁 大友　善一北海道


